
文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第127回 千葉大学 環境リモートセンシング研究センター （2025.9.19)

12:05－12:10(5分） ：千葉大学環境リモートセンシング研究
  センターの概要

12:10－12:25(15分） ：山本雄平 静止軌道衛星を活用した
都市・植生の診断研究

12:25－12:45(20分） ：質疑応答



の設置目的：リモートセンシング技術の確立と環境への応用

CEReSの使命
（１）リモートセンシングに関する先端的な研究を行うこと
（２）リモートセンシングデータを用いて地球表層環境変動研究を発展させること
（３）リモートセンシングを社会に役立てる研究を行うこと
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“共同利用・共同研究拠点”としての貢献
公募型国内共同研究

国際シンポジウム

国際共同研究

教員の国際公募

国際交流協定

大学院RSコース アジアの人材育成

国際ワークショップ

Future Earth

農業保険
SATREPS

SKYNET
AsiaFlux

航空機・小型衛星
CP-SAR開発

研究 国際
プロジェクト

人材育成

R1 6件、 R2 6件、 R3 13件、R4  10件、R5  16件、R6 16件、R7 20件

R6 16件

公募型国際共同研究

CEReS

Ateneo de Manila 
University

Beijing Normal University
Chinese Academy of Sciences

Nanjing University of Information Science & Technology
University of Electronic Science and Technology of China

Islamic University of Riau
Bogor Agricultural University

Universitias AMIKOM Yogyakarta
Udayana University

Agricultual Training Center
Geospatial Information of Authority

Universitas Putra
Institut Technologi Sepuluh Nopember

Seoul National University

National Central 
University

Purdue 
University

University of Basilicata

University of Sothern 
Queensland

University of 
Hawaii

Texas A&M 
University

Chapman University

Vietnam Academy of 
Science and 
Technology 

Shahrood
University of 
Technology

グローバル化への対応
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H29（38件, 28機関）、 H30 (43件, 34機関) 
R1 (51件, 40機関) 、R2（46件，40機関） 
R3（48件， 36機関）、R4（51件、42機関）
R5（46件、47機関）、R6（50件、49機関）
R7（50件、50機関）

R7年度に若手(大学院生枠)を追加 3件採択



研究拠点としての強み

観測 → データ構築 → コミュニティへ提供 → “共同研究” → 研究成果



0
20
40
60
80

100

0

10

20

30

40

50

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

0

10

20

30

40

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

人員

専任教員8名，特任教員18名、兼務教員7名、
客員教員4名 （R7.9月）
・外部資金などによる特任教員の雇用

・総予算，外部資金ともに増加傾向
・科研費：

R4は新規に基盤S1件,基盤B3件,国際B1件
学術変革A2件,挑戦的研究(萌芽)2件

R5は新規に基盤B1件,挑戦的研究(開拓)1
件,挑戦的研究(萌芽)1件,若手2件

  R6は新規に学術変革A1件,基盤B2件,若手1
件,若手スタートアップ1件

  R7は新規に基盤A1件,基盤B1件,基盤C1件,若
手1件

・外部資金：JAXA, 環境再生保全機構, 
JST, JSPSなど 

（人）

（件）

総研究者数

専任教員

共共拠点認定

環境リモートセンシング研究拠点の概要

外部資金

（千万円）

総予算

査読付論文公募型
共同利用

45

34

教授、准教授、助教各1名採用予定

予算
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環境リモートセンシング研究拠点の概要

令和6年度は 査読付発表論文数 93報

令和3年度
査読付発表論文数66報Top10%15報、Top1%1報

令和4年度
査読付発表論文数75報Top10%が5報

令和5年度
査読付発表論文数72報Top10%が7報

令和6年度
査読付発表論文数93報Top10%が7報

特徴:近年のTop10%論文の顕著な増加。

平成28年度ー令和6年度末まで
論文数655報のうち
Top10%  65報 全体の約10% 
Top1％ 10報 全体の約1.5%

インパクトファクターIFが5以上の学術誌への掲載
119報（全体の約18%）

IF>5 22報（全論文の24%)



J-PEAKSと環境リモートセンシング研究センター

地球観測ビッグデータ統合解析研究：
データ駆動型地球環境診断・予測科学の推進

研究分野の広がりの可能性を見据えた関連コミュニ
ティの拡大 と 衛星技術を中核とした異分野融合
研究の推進とイノベーション創出

https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-chukaku/saitakudaigaku/R5-02_torikumi.pdf



研究分野の広がりの可能性を見据えた関連コミュニティの拡大 と
衛星技術を中核とした異分野融合研究の推進とイノベーション創出

教育研究組織改革

データ駆動型地球環境診断・予測科学の推進
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